
1

◎本日はお忙しい中、2016年3月期決算説明の電話会議にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎私からは、主に3つのテーマとして

① 2015年度決算 と 2016年度の業績予想

② 2016年度の航空事業の特徴 並びに 事業・財務戦略

③ 株主還元の考え方

についてご説明します。

◎ スライドの4ページをご覧下さい。
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◎最初に、2015年度決算の概要についてご説明します。

◎主力の航空事業が増収に大きく貢献した結果、

2015年度の売上高は、前年比で777億円の増加となる、1兆7,911億円を計上しました。
コスト構造改革も、計画を上回ったことで、

営業利益は1,364億円、当期純利益は781億円となりました。
売上高、営業利益、経常利益、当期純利益、ともに過去最高の、

増収増益決算を達成しました。

◎配当については、当初の計画通り、1株あたり5円とさせて頂きます。

◎次に、2016年度 業績予想の概要です。

◎売上高は、1兆8,100億円を計画しています。
営業利益は、2015年度に比べて85億円の増加となる 1,450億円、
また、当期純利益は、800億円となる計画です。
1月末に策定した中期経営戦略をベースに、
為替と燃油の市況前提を一部見直した上、今年度の通期業績予想としています。

◎配当については、6円を計画します。
株主還元の考え方については、後ほど触れさせて頂きます。

◎次に、5ページをご覧下さい。
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◎ こちらのスライドでは、航空事業に関する直近までの実績を振り返りながら、

2016年度計画の考え方についてご説明します。

◎左のグラフは、国際線旅客事業についてです。

2014年度からの2年間で、座席キロを3割以上増加しました。

ボーイング787型機の積極的な投入や、海外販売の強化など、

国際線市場における、当社グループのネットワーク競争力を着実に向上させてきた結果、

生産量の拡大に見合った需要を獲得しました。

◎ 2016年度も、需要は概ね底堅く推移するものと想定しています。

訪日客の獲得を強化するなど、需要層も拡げながら、旅客キロを向上させていきます。

◎右のグラフは、国内線旅客事業についてです。

2014年度から生産量の抑制に方針を転換して、需給適合を進めてきました。

柔軟な運賃政策によって需要の取り込みを強化した結果、

座席利用率が継続的に上昇しています。

◎ 2016年度は、「ピタッとフリート」の推進により、需給適合を加速します。

座席キロは、3年前と比べて、およそ3パーセントの減少となる計画ですが、

季節性に合わせた運賃政策を強化して、旅客キロの向上に取り組みます。

◎続いて、6ページをご覧下さい。



6

◎国際線事業計画のポイントについて、ご説明します。

◎ まず、ANAの新規就航路線についてですが、

本日4月28日から成田＝武漢線に就航するほか、

9月からは、日本とカンボジアを結ぶ唯一の直行便として、プノンペンに就航します。

また、羽田からの米国線については、

昼間時間帯も含めて、合計4枠を使用できることとなりました。

首都圏と米国を結ぶ流動の更なる取り込みに向けて準備を進めるとともに、

成田からメキシコへの就航についても検討して、

下期事業計画に反映します。

◎プロダクトやサービスについても、ご覧のように、強化していきます。

今年の3月、英国のスカイトラックス社が運営するエアライン・スター・ランキングにおいて、

2013年から4年連続となる、世界最高評価の「5スター」を獲得しました。

海外におけるプレゼンスの更なる向上にも取り組みながら、

グローバルエアライングループとしての地位を固めていきます。

◎一方、LCC事業について、バニラエアの認知度が内外で浸透した結果、

事業開始から3年目で、黒字化を達成しました。

今年度は、就航路線を拡大させながら、成長ステージに進んでいきます。

◎次に、7ページをご覧ください。
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◎ こちらのスライドは、

当社グループにおける2016年度の経営戦略について、まとめたものです。

◎ まず、左側の事業面について、

B.ノンエア事業では、訪日需要をグループの収益に結び付けていく方針です。
航空関連事業では、空港ハンドリング業務を中心に、

海外エアラインからの受託事業を積極的に拡大していきます。

また、商社事業では、空港型市中免税店の出店準備を進めます。

◎右側は、財務面についてです。

E.格付対応について、3月に格付機関2社による評価が見直されました。
ご覧の通り、格付で「シングルＡマイナス」、見通しで「ポジティブ」に、

それぞれ向上しています。

従来以上に高まった資金調達の柔軟性を、最大限に活用していきます。

◎中央にお示しした項目は、事業と財務の両面に共通する内容です。

C.航空機については、従来型に比べて機体のサイズが一回り大きい、
ボーイング787-9型機を中心に導入するとともに、
日本で初めて、エアバスA320neo型機を就航します。
バニラエアを含めると、今年度末までに合計11機の増加となる計画です。
D.ベトナム航空への出資について、
アジアを面で捉えて、事業を戦略的に展開する基盤を固めていきます。

準備が整い次第、コードシェアを開始するとともに、

空港業務などの分野でも、業務提携を推進します。

◎ 8ページをご覧下さい。
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◎最後に、株主還元の考え方について、ご説明します。

◎左上のグラフは、2013年度以降の営業利益と、営業利益率の推移を表しています。
また、右上のグラフはROEの推移をお示ししたものですが、
ここ数年間で、収益性と資本効率の水準が、大きく向上したことがお分かり頂けます。

◎ これまで、国際線事業を成長ドライバーとして、

戦略機材を効果的に投入しながら、ネットワークを拡充してきました。

一方、2011年度からの5年間で、合計1,100億円以上のコスト削減に取り組んできました。
事業戦略を確実に実績にしながら、

グループをあげて様々な構造改革を推進してきた結果、

従来以上に利益を創出する力が備わっており、安定配当の継続が可能となりました。

◎下のグラフは、1株あたり配当と、当期純利益の推移を表したものです。
ご覧の通り、今年度の配当は6円を計画して、3期連続の増配を目指します。
今後も、成長投資の継続を前提に、フリーキャッシュフローの水準を考慮した上で、

株主還元を充実させていきたいと考えています。

◎これまで培ってきた経営基盤を礎に、足元のマクロ環境や市況動向を注視しながら、

中期経営戦略に則った成長戦略を推進し、

着実に企業価値の向上に努めていく所存です。

◎以上で私からの説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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◎続きまして、2015年度決算と、2016年度業績予想の詳細について、ご説明します。

◎ 10ページでは、四半期毎の業績推移をお示ししていますので、ご確認ください。

◎ 2015年度は、全ての四半期において純利益を計上し、過去最高益を達成しています。

◎ 11ページより、ご説明致します。



◎経営成績の概要です。

◎売上高は、前年比 4.5パーセント増加の、1兆7,911億円、

営業費用は、2パーセント増加に留め、1兆6,547億円となりました。

◎ その結果、営業利益は約5割増加の1,364億円となりました。

経常利益、及び当期純利益については、共に前年からほぼ倍増して、

それぞれ、1,307億円、781億円となりました。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎財政状態です。

◎総資産は2兆2,288億円、自己資本は7,898億円となり、

自己資本比率は、前年度期末から0.8ポイント上昇して、35.4パーセントとなりました。

◎有利子負債は、借入を抑制したことなどで、

1,159億円減少の、7,038億円となりました。

デット・エクイティ・ レシオは、0.9倍に向上しています。

◎ 13ページをご覧ください。
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◎キャッシュフローです。

◎営業キャッシュフローは、2,638億円の収入、

投資キャッシュフローは、744億円の支出、

財務キャッシュフローは、1,332億円の支出となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、

実質フリーキャッシュフローは、1,103億円増加して、880億円となりました。

◎ 14ページをご覧ください。
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◎セグメント別の実績です。

◎航空関連事業は、 第3四半期中に、

パイロット訓練会社である米国パンナム社の「のれん」を一括償却した影響などで

減益となりました。

◎一方、商社事業は、訪日旅客の旺盛な消費需要を背景に、

リテール部門が好調に推移したことなどから、増収増益となりました。

◎続きまして、航空事業の詳細をご説明しますので、16ページをご覧ください。
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◎航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎売上高は、686億円の増加となりました。

国際旅客事業が大幅な増収となった他、

その他の項目に含まれるLCC事業の収入が、前年から約100億円増加しました。

◎営業費用は、105億円の増加となりました。

原油市況の下落を受け、燃油費が大きく減少しています。

◎ コスト構造改革として、計画を上回る260億円の削減を達成するなど、

費用の増加を抑制した結果、営業利益は580億円増加して、1,397億円となりました。

◎ 18ページをご覧ください。
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◎国内旅客の状況です。

◎ 2015年度は、北陸新幹線の影響を受ける一年となりましたが、

路線別に需要動向を見極め、各種運賃を効果的に設定したことなどにより、

生産量を抑制するなかでも、増収を達成しました。

◎左の図は、増収額22億円の要因分析です。

◎旅客数要因では、85億円の減収となりましたが、

単価要因で、105億円の増収となりました。

◎ 20ページをご覧ください。
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◎国際旅客の状況です。左の図をご覧ください。

◎旅客数要因では、事業の拡大に合わせて、需要を着実に獲得した結果、

620億円の増収となりました。

◎単価要因では、為替水準も考慮しながらイールドマネジメントを徹底し、

その効果を確実に享受していますが、燃油サーチャージ水準の変化による影響が大きく、

145億円の減収となっています。

◎ 21ページをご覧ください。
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◎方面別の座席キロ、旅客キロの推移です。

◎北米、欧州、アジア・オセアニア方面は、総じて順調な実績となりました。

2014年度に新規開設、あるいは増便した羽田発着の欧州線、アジア線は、

市場に十分浸透したことで、利用率が大幅に上昇しています。

◎一方、中国線については、中国のエアラインが生産量を増加させたことで、

第3四半期以降、需給ギャップが拡大しています。

旅客キロの伸び率が鈍化する場面も見られましたが、

第4四半期は、春節期間を中心に堅調な実績となりました。

引き続き、今後の状況を注視していきます。

◎ 22ページをご覧ください。
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◎本スライドでは、当社グループにおける販売地別、流動別の旅客数の推移について、

ご説明します。

◎青色は、出国日本人を中心とする国内販売の旅客数を、

海外販売のうち、紫色は、日本を経由地とする国際線乗継需要を、

緑色は、訪日外国人需要を表しています。

2013年度における旅客数を100として、

その後の実績をバブルの縦位置でお示ししています。

なお、バブルのサイズは各々の旅客数の規模としています。

◎直近2年間における市場全体の状況として、

出国日本人数は、前年を下回る状況が続いてきましたが、

ANAは、日本国内での販売を着実に拡大してきました。

◎ 2015年度は、成田空港を中心にネットワークの展開を進めてきましたが、

同空港を経由するアジア－北米間の乗継需要も大幅に増加しています。

◎加えて、訪日外国人の増加トレンドは、大きな追い風となっています。

取り込んだ需要の規模は、2年間で2倍以上となりました。

◎今後についても、首都圏空港のデュアルハブ戦略のもと、

幅広い需要層をマーケティングの対象としながら、

収入の最大化を目指していきます。

◎続きまして、26ページをご覧ください。
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◎国際貨物の状況です。左の図をご覧ください。

◎日本発着を中心に、総需要自体が低迷していることもあり、

前年から114億円の減収となりました。

◎重量要因では、45億円の減収となっています。

◎単価要因では、燃油サーチャージ水準が大きく変化したことに加え、

需要の取り込みを図るために、一部、運賃政策の見直しを実施したことから、

70億円の減収となりました。

◎ 27ページをご覧ください。
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◎バニラエアの実績です。

◎ 2015年度の座席利用率は、

前年から5ポイント上昇して、85.3パーセントとなりました。

◎加えて、イールドの向上と、費用の抑制に努めた結果、

年度当初より目標としてきた「単年度での営業黒字化」を達成しました。

◎続きまして、30ページをご覧ください。
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◎ ここからは、2016年度の業績予想についてご説明します。

◎売上高は1兆8,100億円、営業利益は1,450億円、

経常利益は1,300億円、当期純利益は800億円をそれぞれ見込みます。

◎本年1月末に発表した中期経営戦略との比較では、

需要の想定や費用を精査するとともに、為替と燃油の市況前提を見直した結果、

売上高と、経常利益に、若干の変更が生じています。

◎ 31ページをご覧ください。
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◎セグメント別の業績予想です。

◎航空事業の詳細について、ご説明しますので、32ページをご覧ください。
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◎航空事業の収入・費用予想です。

◎国際旅客収入は、前年から116億円の減少となる見通しです。

燃油サーチャージ収入の変動が、主な要因です。

◎一方、燃油費は、市況下落の効果により、367億円の減少となる見込みです。

◎営業利益としては、中期経営戦略と同様の水準の、1,335億円を見込みます。

◎ 33ページをご覧ください。
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◎本ページ、並びに34ページでは、

各事業における計画の前提値をお示ししておりますので、ご参照ください。

◎ 36ページをご覧ください。
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◎キャッシュフロー計画です。

◎ 2016年度、単年度のフリーキャッシュフロー水準は、

設備投資の内容と時期を見直したことなどで、

中期経営戦略の計画値から縮小する見通しです。

◎但し、2020年度までの5年間における合計としては、

フリーキャッシュフローの水準が大きく変化しないよう、

最適なキャッシュマネジメントを実行していきます。

◎ 37ページをご覧ください。
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◎燃油と為替のヘッジ状況です。

◎ 2016年度は、期初の段階で既に、

燃油、為替ともに、必要なヘッジ対応を完了しています。

◎従いまして、市況変動による収支への影響は、極めて限定的となる見込みです。

◎最後に、38ページをご覧ください。
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◎ コスト構造改革と航空事業ユニットコストの推移です。

◎ 2016年度は、250億円のコスト削減に取り組む計画です。

◎ なお、航空事業のユニットコストは、前年から0.4円低減の、8.9円を目指します。

◎私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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